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 工学部技術部は「革新ものづくり展開力の協働教育事業(平成 23 
年度)」の「早期体験型実験・演習科目開発プロジェクト」において 




工学部 1,2年生からの応募者 7名(1年生 5名，2年生 2名)を対象に 
熊本県立盲学校より切望されて独自開発した「音声式点字タイプ教具」 














































・音声合成モジュール：  Strawberry Linux 社 MICROTALK  ATS001B 
・マイクロコントローラ： Microchip 社 PIC18F2520 
・開発環境： MPLAB IDE ver8.80 + MPLAB C for PIC18 v3.40 LITE 
・本体加工： AR_CAD v1.5.3 + GCC社レーザ加工機 LaserPro Mercury (「ものクリ工房」を利用) 
大まかな仕組みとしては，点字キー(6 点＋空白キー)の入力信号を，マイコンで五十音・符号等のデー
タに変換し，通信機能によって音声合成ボードへ「ローマ字の文字列」として送り，ボードに発話させ








































そこで，教具完成が 12 月になる事から「盲学校の小学 1 年生にクリスマス・プレゼントを！」とい
うフレーズを募集ポスターに用い，講習会の社会的意義を強調する事にした．後期が始まる 9月末より
工学部全学科に掲示をお願いした結果，工学部 1年生 5名・2年生 2名の計 7名(うち女子学生 2名)よ
り受講申し込みがあった．(早期教育という理念より，3・4年生には募集をかけていない) 
これを受けて，毎週 1回放課後に 2時間ずつの予定で，平成 23年 10月～12月の期間で講習会を開き)，
教具を製作して貰った．(時間延長は数回発生した．) 講習会は，受講生 7人を学年・性別で 3グルー













回 実施テーマ 講習内容 
1 概要・入門編 教具の全体構成・使用部品の説明，点字入門演習 
2 部品製作 AR_CAD による部品設計演習，電動工具による木製部品加工，
レーザ加工機による本体アクリル板切断加工 
3 本体製作 6点入力キー機構の組立て，ネジ穴加工，アクリル接着 
4 回路製作入門 電子回路設計ノウハウ講習，ブレッドボードによる基本回路演
習，はんだづけ演習 
5 電子回路製作 はんだづけ実習(穴埋め問題式のマイコン制御ボード製作) 
6 PICプログラミング入門 MPLAB IDE + C18 Compiler 入門，PIC18F解説と基本演習 
7 PICプログラミング演習 USART通信による音声合成モジュールの利用 
8 最終組上げ・調整 全部品の組上げ，最終配線，動作確認と調整 













































図 5  (a)贈呈式の記念撮影     (b) 使い方を教える学生      (c) 教具に熱中する児童 















また，今年 2 月には，エフエム熊本「 FMK Morning Glory 」の「ヒューマン・ラボ」コーナーで生
放送インタビュー(17分)があり，その録音音声は同番組サイトで Podcast として公開されている． 
URL = http://fmk.typepad.jp/blog/2012/02/fmk-morning-glo-3198-6.html 
更に，全国の盲学校教員有志が教育方法について研究する「視覚障害教育実践研究会」の第 29 回研
究大会(平成 24年 2月 25，26日，奈良県文化会館小ホール：出席 153名)において，製作グループ代表
の須惠職員と県立盲学校の高瀬先生が教具紹介のプレゼンテーションを行う機会を得た．同会には，製































児童 A: 最近，点字キーの幾つかの組み合わせが，点字の五十音を表している事に気づいた．自分の名 
    前の一文字や「お母さん」の「お」等を打てるようになって，とても嬉しそうである． 
児童 B: これまで，自分の感情を言葉に出せないでいたが，教具の録音機能を使って自分の気持ちを入 
力・再生して表現するようになった．例えば「今日はごはんを食べられませんでした」等． 
児童 C: 点字の習得がもっとも早いため，録音機能で「クイズ」を作って再生し，相手に答えの再生を 
    求める「クイズ遊び」を積極的に楽しんでいる．近く，本教具は卒業できる見込みである． 
 
今後の展望 
教具を必要とする盲学校が多数ある事が分かり，次年度以降も本講習の継続を目指す．それには予算
の確保，製作台数を増やすための取り組みの両方が不可欠である． 
受講生数の確保や欠席者対策のため，夏・冬の長期休み中に数日間，集中実施する事を検討する． 
対象者も，工学部に限定せず，他の学部にも案内を出して講習会の回数を増やす事を目指す． 
講習会で完成した教具は大学内では不要となるため，成果物売却(による盲学校への提供)とする方向
で大学と調整中である．教具を通じて各盲学校からの様々なフィードバックが期待出来るので，より良
い教具への改良や，新しい教具の開発協力に繋がる等，双方の関係が発展する可能性が高い． 
将来的には，大学外(例えば中高生向け)製作講習会の実施による地域貢献活動や，小中学校のバリア
フリー教育用教材化など「社会貢献プロジェクト化」も視野に入るであろう．いずれも，学生の「もの
づくり教育」と「社会貢献」をセットにし，大学の教育支援に関わる技術職員の職務の一環で実施した
い．本講習で製作体験をした学生でその指導に当たるならば，教育的効果は更に高まるものと考える． 
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